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表紙

北海道南西沖地震による奥尻島育苗地区の地震災害:

奥尻島育苗地区では地震直後に襲来した津波により,多く

の人や家屋が失われた.津波は完新世低位段丘(旧汀線

高度4.7m)を覆い,完新世高位段丘(旧汀線高度7.1m)

の下部まで達した.育苗岬先端部の完新世低位段丘にあ

った家屋は津波によりほとんど消失した.津波での倒壊

を免れた完新世高位段丘の多くの家屋は地震後の火災に

より消失してしまった.育苗地区最上位の更新世後期の

段丘(三崎面あるいは小原台面相当)にあった家屋の被害

は比較的軽微であった.育苗地区の海成段丘区分につい

ては本文の第5図参照.また,国土地理院のデｰタに

よると育苗漁港は地震の前に比べて80cm沈降したこと

が明らかにたっている.(写真提供:朝目航洋株式会社,

1993年7月13目午前9時30分撮影,写真に向かって上

が北)
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